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　淡路県民局ではあわじ環境未来島構想を推進するため、 10 月 28 日に「農
と食の体験ツアー」を実施し、島内外から約
30 人が参加しました。
 　午前中はレタスの収穫体験や牛乳工場を
見学。午後からは「農家のお母ちゃん」の指
導で押し寿司づくりに挑戦しました。
 　参加者は様々な体験を通して、楽しく淡路島の
農と食の魅力に触れることができました。
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地
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
撮
影
し
、

１
つ
の
動
画
の
制
作
を
計
画
。

島
内
３
市
で
も
撮
影
が
行
わ
れ
、

南
あ
わ
じ
市
で
は
同
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
会
場
と
な
る
慶
野
松
原

海
水
浴
場
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
西
淡
中
学
校
や
淡

路
三
原
高
校
の
生
徒
や
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
関
係
者
ら
約
４
５
０
人
が

集
ま
り
、
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
機

運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
10

月
25
日
、
慶
野
松
原
海
水
浴
場

で
ラ
ジ
オ
体
操
の
動
画
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
東
京
都
か
ら
全
国
の

道
府
県
に
依
頼
が
あ
り
、
兵
庫

県
は
２
０
２
１
年
の
「
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１

関
西
」
の
PR
も
兼
ね
て
県
内
各

西
淡
中
学
校
の
生
徒
ら
が
集
ま
り
行

わ
れ
た
ラ
ジ
オ
体
操
動
画
の
撮
影
風
景

馬
部
副
市
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取

る
安
部
代
表
取
締
役
社
長（
右
）

動
物
愛
護
週
間
の
啓
発
の
一
環
と
し
て
、

淡
路
獣
医
師
会
か
ら
10
月
１
日
に
図
書

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。（
図
書
の
寄
贈

を
喜
ぶ
倭
文
小
学
校
児
童
ら
）

同
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
子

ど
も
た
ち

❶
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
。❷
煙
体

験
。❸
県
立
舞
子
高
校
の
生
徒

の
指
導
で
新
聞
ス
リ
ッ
パ
づ
く

り
を
す
る
阿
万
小
児
童
。❹
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
訓

練
。❺
松
帆
小
避
難
訓
練

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
中
学
生
の
作
文

３
２
９
点
の
中
か
ら
17
点
が
優

秀
作
品
に
選
ば
れ
、
受
賞
者
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
受
賞
者
に
よ
る
作
文
の
朗
読

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
小
学
校
の
部　

※
敬
称
略

▼
最
優
秀
賞 

　

出
口　

和わ
か

奏な

（
三
原
志
知
小
）

▼
優
秀
賞 

　

四
位　

幸ゆ
き

菜な

（
倭
文
小
）	

　

糸
山
夏な

つ

二じ

朗ろ
う

（
賀
集
小
）	

▼
佳
作

　

村
上　

茉ま

桜お

（
三
原
志
知
小
）

　

榎
本　

百も
も

花か

（
八
木
小
）	

　

赤
松　

輝あ
き
ら　

（
北
阿
万
小
）

　

狩
野
こ
こ
ろ
（
北
阿
万
小
）

　

松
山　

塔と
う

虹こ

（
阿
万
小
）	

▼
特
別
賞
更
生
保
護
女
性
会
長
賞

　

道
上　

結ゆ

月づ
き

（
辰
美
小
）	

◆
中
学
校
の
部　

※
敬
称
略

▼
最
優
秀
賞 

　

石
原
明あ

日す

香か

（
三
原
中
）	

▼
優
秀
賞	

　

浪
花　

歩あ
ゆ

佳か

（
三
原
中
）	

　

船
本
妃ひ

奈な

乃の

（
西
淡
中
）	

▼
佳
作 

　

寿
円　

茉ま

歩ほ

（
倭
文
中
）	

　

森　
　

一か
ず　

翔と

（
三
原
中
）	

　

上
田
美み

智ち

子こ

（
三
原
中
）	

　

川
原　

遼
り
ょ
う

矢や

（
三
原
中
）	

▼
特
別
賞
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
長
賞

　

里
深　

蓮れ
ん

香か

（
三
原
中
）	

■
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

　

兵
庫
県
推
進
委
員
会
に
よ
る

　

審
査
結
果
（
小
・
中
学
生
）

◆
小
学
生
の
部　

※
敬
称
略

▼
佳
作

　

出
口　

和
奏
（
三
原
志
知
小
）

◆
中
学
生
の
部

▼
佳
作

　

石
原
明
日
香
（
三
原
中
）

　

浪
花　

歩
佳
（
三
原
中
）

■
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

　

兵
庫
県
推
進
委
員
会
が
主
催

す
る
“
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
”
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ

ス
ト
に
は
、
淡
路
三
原
高
校
よ

り
２
３
５
点
の
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
次
の
人
が
入
選
し
ま
し

た
。

▼
佳
作 

　

前
川　

未み

奈な

　
　
　
　
　
　
（
淡
路
三
原
高
校
）

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す　

練
な
ど
、
多
く
の
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇

生
法
の
訓
練
に
参
加
し
た
川
原

光み
つ

栄え

さ
ん
（
阿
万
）
は
「
訓
練

し
た
こ
と
で
、
い
ざ
と
言
う
と
き

に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
と
思

う
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
に
は
県
内
15
市
町

で
一
斉
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
松

帆
小
学
校
で
も
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
児
童
ら
約
２
８
０

人
が
約
２
km
の
道
の
り
を
歩
い
て

避
難
。
ま
た
６
年
生
は
近
く
の

認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
と
手
を
つ

な
い
で
避
難
し
ま
し
た
。

　

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
“
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
”
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
た

「
南
あ
わ
じ
市
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
発
表
会
」
が
11
月
11
日
、
中

　

近
い
将
来
に
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備

え
る
た
め
11
月
５
日
、
南
あ
わ

じ
市
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、

市
内
で
住
民
や
消
防
団
員
、
関

係
機
関
な
ど
が
参
加
。
避
難
訓

練
の
ほ
か
、
各
地
域
で
消
火
器
訓

練
や
応
急
担
架
作
成
、
土
の
う

作
り
な
ど
地
域
の
課
題
に
あ
わ
せ

た
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た

阿
万
地
区
で
は
、
自
治
会
に
よ

る
避
難
所
開
設
運
営
訓
練
や
、

重
症
度
に
よ
っ
て
治
療
の
順
番
を

決
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
、
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
受
入
訓

慶
野
松
原
海
水
浴
場
で

ラ
ジ
オ
体
操
動
画
撮
影

災
害
に
強
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

防
災
訓
練
を
実
施　

淡
路
獣
医
師
会
（
凾は

こ

城ぎ

悦
司

会
長
）
が
子
ど
も
た
ち
に
正
し

い
動
物
愛
護
の
考
え
方
を
身
に

付
け
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
小

学
校
に
動
物
愛
護
啓
発
の
図
書

を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

寄
贈
図
書
は
、
日
本
獣
医
師

会
推
薦
の
「
夢
は
牛
の
お
医
者

さ
ん
」（
小
学
館
）
と
い
う
絵

本
と
ジ
ュ
ニ
ア
文
庫
。
大
動
物

の
診
療
獣
医
師
と
な
っ
た
少
女

の
物
語
で
、
ペ
ッ
ト
で
は
な
く

家
畜
を
通
じ
て
命
と
向
き
合
う

姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

で
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）  

山
形　

晃
右
（
理
容
師
、
賀
集
）

出
口　

要　
（
建
具
職
、
八
木
）

西
久
保
俊
史　
（
配
管
工
、伊
加
利
）

赤
澤　

文
子
（
美
容
師
、
賀
集
）

江
本　

清
一　
（
大
工
、
阿
万
）

樫
本　

隆
男
（
左
官
、
八
木
）

森
田　

利
昭

          

（
自
動
車
整
備
士
、
賀
集
）

藤
本　

智
弘

          

（
自
動
車
整
備
士
、
神
代
）

若
林　

昭
二

         

（
電
気
工
事
士
、
阿
那
賀
）

桝
本　

和
幸

           

（
電
気
工
事
士
、
榎
列
）

津
田　

幸
一　
（
製
瓦
職
、
津
井
）

興
津　

隆
司
（
製
瓦
職
、
松
帆
）

豊
原　

茂　
（
塗
装
工
、
志
知
）

　

株
式
会
社
あ
べ
い
す
と
（
洲

本
市
）
が
市
内
保
育
所
（
園
）、

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
、
児

童
館
、
子
育
て
学
習
・
支
援
セ

ン
タ
ー
等
の
24
施
設
に
、
絵
本

（
約
48
万
円
相
当
）
を
寄
贈
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

24
施
設
を
代
表
し
て
10
月
17

日
、
福
良
保
育
園
で
絵
本
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
社

代
表
取
締
役
社
長
の
安
部
則
行

さ
ん
（
洲
本
市
）
か
ら
馬
部
副

市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
安
部
社
長
は
「
絵
本
を
通

し
て
豊
か
な
感
性
を
養
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

長
年
優
れ
た
技
能
で
、
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
の

功
績
を
讃
え
る
「
南
あ
わ
じ
市

技
能
功
労
者
表
彰
式
」
が
市
役

所
第
２
別
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

11
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
市
商
工
会
が
主

催
す
る
南
あ
わ
じ
市
優
良
従
業

員
表
彰
式
典
も
催
さ
れ
、
42
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
技
能
功
労
者
は
次
の
人
た
ち

市
内
の
子
ど
も
た
ち
に

絵
本
・
文
庫
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

優
れ
た
技
能
を
称
え

市
技
能
功
労
者
表
彰
式
を
開
催

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
発
表
会
を
開
催

❶❷

❹ ❸

❺
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門
田　

照
子
（
八
木
）

◆
南
あ
わ
じ
防
犯
協
会
表
彰

　

田
中
　
誠
次
（
阿
那
賀
）

　

岡
田
　
茂
宏
（
松
帆
）

　

田
中
　
光
晴
（
志
知
）

　

中
田
　
健
市
（
神
代
）

　

桜
木
　
　
進
（
福
良
）

◆
南
あ
わ
じ
市
民
の
警
察
官

　
「
ゆ
づ
る
は
賞
」
表
彰

　

稲
田
　
行
正
（
地
域
課
）

　

中
村
　
貴
司
（
交
通
課
）

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
暴

力
追
放
・
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
市
民
大
会
」
が
10
月
21
日
、

市
役
所
第
２
別
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
防
犯
に
功
労

の
あ
っ
た
人
た
ち
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
兵
庫
県
防
犯
協
会
連
合
会
表
彰

　

佐
藤
　
富
夫
（
福
良
）

指
定
管
理
者
指
定
証
を
受
け
、守
本
市

長
と
握
手
を
す
る
藤
川
社
長（
左
）

県
防
犯
協
会
連
合
会
と
市
防
犯
協
会

の
表
彰
を
受
賞
し
た
人
た
ち

　

来
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
、

国
民
宿
舎
「
慶
野
松
原
荘
」
の

管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者

が
「
有
限
会
社
う
め
丸
」
に
決

ま
り
、
10
月
16
日
に
守
本
市
長

か
ら
藤
川
啓
治
郎
代
表
取
締
役

に
指
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

慶
野
松
原
荘
は
、
旧
西
淡

町
が
昭
和
44
年
７
月
か
ら
営
業

を
開
始
。
海
水
浴
客
や
観
光
客

を
中
心
に
利
用
さ
れ
、
全
盛
期

に
は
年
間
約
２
万
８
０
０
０
人

の
宿
泊
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た

が
、近
年
は
日
帰
り
客
が
増
え
、

年
間
約
１
万
７
０
０
０
人
ま
で

減
少
し
て
い
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
を
受
け
た
同
社

は
、
地
元
の
新
鮮
な
食
材
を

活
用
し
た
料
理
を
提
供
す
る
ほ

か
、
農
漁
業
体
験
や
淡
路
瓦
づ

く
り
体
験
な
ど
地
場
産
業
と
連

携
し
、
集
客
力
ア
ッ
プ
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
慶
野
松
原
荘
は
改
修

工
事
の
た
め
11
月
か
ら
来
年
３
月

末
ま
で
休
館
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
来
年
４
月
以
降
の
利
用
予
約

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
慶
野
松
原
荘
☎
36
・
３
３
９
１

暴
力
追
放
・
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会
を
開
催

国
民
宿
舎
「
慶
野
松
原
荘
」

㈲
う
め
丸
を
指
定
管
理
者
に
指
定

　

増
田
さ
ん
は
、
昭
和
25
年

３
月
に
沼
島
村
立
沼
島
小
学

校
教
諭
に
着
任
後
、
平
成
２

年
３
月
ま
で
の
40
年
に
わ
た
っ

て
教
職
を
勤
め
、
小
学
校
教

育
一
筋
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　

西
淡
町
立
伊
加
利
小
学
校

で
は
、
４
年
間
に
わ
た
り
校

長
を
務
め
、
地
域
住
民
や
保

護
者
と
の
交
流
を
深
め
る
教

育
の
推
進
に
邁
進
し
ま
し
た
。

当
選
。
以
来
、
平
成
17
年
１

月
の
合
併
に
よ
り
退
職
す
る

ま
で
の
間
、
豊
富
な
経
験
と

卓
抜
し
た
識
見
を
も
っ
て
、

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
を
は
じ
め
、
地
方
自
治
の

発
展
に
積
極
的
か
つ
献
身
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
合
併
後
の
平
成
17
年

２
月
か
ら
初
代
南
あ
わ
じ
市

長
に
就
任
。
３
期
12
年
間
に

わ
た
り
、少
子
対
策
や
防
災
・

減
災
対
策
、
産
業
振
興
を
は

じ
め
、
観
光
・
教
育
・
文
化

の
向
上
に
多
大
な
る
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
さ
ん
は
昭
和
62
年
７

月
か
ら
三
原
町
議
会
議
員
を

２
期
務
め
た
後
、
平
成
６
年

７
月
に
三
原
町
長
と
し
て
初

増
田  

一
義
さ
ん
（
八
木
）

中
田　

勝
久
さ
ん
（
榎
列
）

瑞
宝
双
光
章

旭
日
中
綬
章

高
齢
者
叙
勲
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総
務
大
臣
表
彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

法
務
大
臣
表
彰

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

原　
　

孝
さ
ん
（
福
良
）

泊　

豊
秋
さ
ん
（
潮
美
台
）

小
島　

一
さ
ん
（
広
田
）

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
南
淡
支
部

橋
本
つ
や
子
さ
ん
（
松
帆
）

社
会
教
育
功
労
者
表
彰

　

原
さ
ん
は
、
平
成
２
年
か

ら
地
元
の
自
治
会
長
と
し
て

自
治
会
活
動
に
携
わ
り
、
平

成
24
年
度
か
ら
南
あ
わ
じ
市

連
合
自
治
会
長
に
就
任
。
長

年
に
わ
た
り
安
心
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
26
年
７
月

か
ら
は
兵
庫
県
連
合
自
治
会

長
及
び
全
国
自
治
会
連
合
会

理
事
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

泊
さ
ん
は
、
国
立
淡
路

青
少
年
交
流
の
家
の
外
部
指

導
員
と
し
て
10
年
間
余
り

「
カ
ッ
タ
ー
研
修
」
の
指
導
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
保
護
司
と

し
て
尽
力
さ
れ
て
き
た
そ
の

活
動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
島
さ
ん
は
、
平
成
９
年

５
月
か
ら
保
護
司
に
就
任
。

南
あ
わ
じ
市
保
護
司
会
理
事

等
を
歴
任
し
、
今
年
４
月
か

ら
同
会
副
会
長
と
淡
路
保
護

区
保
護
司
会
理
事
を
務
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
平
成
９
年

５
月
か
ら
保
護
司
に
就
任
。

南
あ
わ
じ
市
保
護
司
会
理
事

を
平
成
20
年
か
ら
６
年
間
、

同
会
副
会
長
と
淡
路
保
護
区

保
護
司
会
理
事
を
平
成
22
年

か
ら
４
年
間
務
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

地
域
の
食
育
を
推
進
す
る
食
生
活
改
善
推
進
員
団
体
の

「
南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
南
淡
支
部
」（
楓
る
み
子
代
表
）

が
、
第
48
回
全
国
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
大
会
で
厚

生
労
働
大
臣
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
62
年
5
月
に
結
成
さ
れ
て
30
年

間
、
地
道
に
地
域
の
食

生
活
改
善
活
動
を
続
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

現
在
は
、
79
人
の
会

員
が
南
淡
地
区
を
は
じ

め
、
市
内
各
地
区
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

い
ず
み
会
の
活
動
に

興
味
が
あ
る
人
は
健
康

課
☎
43
・
５
２
１
８
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
法
務
大
臣
感
謝
状

兵
庫
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
淡
路
地
区
会

瀬
尾　

真
未
さ
ん
（
阿
那
賀
）

  

非
行
防
止
活
動
等
の
更
生
保
護

活
動
に
長
年
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

◆
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会

　

委
員
長
感
謝
状（
民
間
協
力
者
）

三
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ

パ
ル
テ
ィ

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に

協
力
さ
れ
ま
し
た
。

◆
神
戸
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

南
あ
わ
じ
市
更
生
保
護
女
性
会

増
岡
壽す

み

え

美
枝
さ
ん
（
灘
）

奥
条　

幸
子
さ
ん
（
灘
）

神
田
伊
佐
子
さ
ん
（
倭
文
）

　

同
会
の
活
動
に
長
年
顕
著
な

功
績
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
ひ
ょ
う
ご
子
育
て
応
援
賞

バ
ン
ビ
ー
ノ
ク
ラ
ブ
（
津
井
）

　

バ
ン
ビ
ー
ノ
ク
ラ
ブ
（
原
祐

加
代
表
）
は
、
津
井
地
区
公

民
館
で
地
域
の
子
育
て
支
援

に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
謝
状

知
事
表
彰

平
成
　
年
度
秋
叙
勲



北
ほう

条
じょう

志
し

津
づ

子
こ

(64）

無所属・八木

当日有権者数 40,697人

投票者総数 27,469人

投票率 67.50％

　10月 22日、任期満了に伴う南あわじ市議会議員選挙が行

われ、次の方々が当選しました。また11月 21日の臨時議会で

議長に廣内孝次氏、副議長に木場徹氏が選ばれました。

任期
平成29年11月11日～

平成33年11月10日

※年齢順・敬称略
年齢は11月11日現在

市議会議員18人決まる

中
なか

村
むら

三
み

千
ち

雄
お

(81）

無所属・灘

阿
あ

部
べ

計
けい

一
いち

(80）

無所属・阿万

登
のぼり

里
ざと

伸
しん

一
いち

(78）

無所属・津井

北
きた

村
むら

利
とし

夫
お

(76）

無所属・福良

長
おさ

船
ふね

吉
よし

博
ひろ

(68）

無所属・福良

吉
よし

田
だ

良
よし

子
こ

(67）

日本共産党・市

廣
ひろ

内
うち

孝
こう

次
じ

(67）

無所属・榎列

木
き

場
ば

徹
とおる

(67）

無所属・阿那賀

印
いん

部
べ

久
ひさ

信
のぶ

(71）

無所属・賀集

小
こ

島
じま

一
はじめ

(64）

無所属・広田

谷
たに

口
ぐち

博
ひろ

文
ふみ

(63）

無所属・松帆

久
く

米
め

啓
けい

右
すけ

(64）

無所属・賀集
土
ど

井
い

巧
たくみ

(63）

無所属・神代

原
はら

口
ぐち

育
いく

大
お

(62）

無所属・市

熊
くま

田
だ

司
つかさ

(60）

公明党・市

蛭
えび

子
す

智
とも

彦
ひこ

(60）

日本共産党・松帆

太
おお

田
た

康
やす

文
ふみ

(33）

無所属・潮美台

12月定例会の日程
　12月上旬から定例会が開催します。日程は南あわじ市ホームページに掲載しています。 62017.12.1発行7

市政ひろば

　このたび本学の申請が文部科学省平成 29年度「私

立大学研究ブランディング事業」に選定されました。

　本学の事業名および事業期間等は次のとおりです。

　この事業は、文部科学省が平成 28 年度より実施し

ている公募事業で、全学的な独自色を大きく打ち出す取

り組みを行う私立大学に対し、経常費・設備費・施設

費を一体として重点的に支援するものです。今年度は

188校の申請があり、計 60校が選定されました。

　今後はこの事業を通じて、南あわじ市と本学のブラン

ドを全国に発信し、さらに公開講座やシンポジウムのよ

り一層の充実を予定しておりますので、ご期待ください。

問同大事務室☎ 42-4700

　南あわじ市には、自慢できる三つの人口関連データが

あります。高齢者就業率 38.5％、女性就業率 54.3％、

合計特殊出生率 ( 女性１人が一生の間に産む子どもの

数 )1.83 です。これらは、全国の平均を大幅に上回り、

兵庫県内では、いずれも１位です。すなわち、南あわじ

市の高齢化率は33.5％と、日本の20年先の姿ですが、

その中でも、シニアは元気に働き続け、女性の多くが仕

事を持ちながら、子沢山であるということを表しています。

南あわじ市は間違いなく、一億総活躍社会に最も近いまち

の一つです。

　これから、日本の高齢化は更に進みます。地域社会を

維持し、経済循環を持続・拡大していくためには、できる

だけ多くの人が、意欲と体力に見合った形で、就労やボ

ランティアなどで社会を支え続けていくことが不可欠になり

ます。とりわけ、団塊の世代が 75歳に達する2025 年

に向けて、仕組みづくりが急がれます。南あわじ市は、そ

の先導役として最もふさわしいまちです。そうした考え方か

ら、今年度、高齢者等元気活躍推進事業を立ち上げ、福祉、

教育、まちづくりなど幅広い分野で、シニアの助力を必要

としている仕事をリストアップしてきました。また、12月には、

60歳以上の皆様に、仕事やボランティアに対する考え方

や希望をお伺いするアンケートを実施します。これらの結

果に基づき、来年度以降、まちづくりポイント制度なども導

入しながら、シニアの活躍の場を更に拡大していきたいと

思います。

　こういう社会づくりが進めば、多くの好循環が生まれます。

高齢者の方が最後まで社会とかかわり、生きがいを持ち続

けることができるようになります。仕事を分け合うことで、福

祉、教育をはじめ様々な分野で問題となっている人手不足

が軽減されます。また、支える側に立つことは健康維持の

秘訣とも言われます。いきいき百歳体操や予防医療の拡充

と相まって、医療・介護費が抑制されれば、若者世代へ

の支援を強化でき、移住・定住も進みます。健康長寿の

地域として知名度が上がれば、それを支える食材のブラン

ド化や観光産業の発展につながり、地域経済の活性化に

もつながります。そんなことを思い描いて構想を進めて参

ります。アンケートへの回答をはじめ、本政策への積極的

なご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

南あわじ市長 守本 憲弘

一億総活躍社会に最も近いまち

▲自分たちの技術・経験を生かして活躍する女性たち。
　写真は美菜恋来屋で郷土料理「押し寿司」に取り組む
　女性グループ

文部科学省平成２９年度「私立大学研究ブランディング事業」に選定されました

エコ農業ブランディングによる発展的地域創成モデルの形成事業
南あわじ市と吉備国際大学のブランドを全国へ発信！

■事業名 

 エコ農業ブランディングによる発展的地域創成モデルの形成

■事業期間　2017 年～ 2021 年（5 年間）

■参画組織　地域創成農学部（平成 30 年より農学部に名称

　変更）・アニメーション文化学部・大学院地域創成農学研究科・

　植物クリニックセンター
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お知らせ

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

お知
らせ

　

住
宅
や
倉
庫
な
ど
の
家
屋
を
取

り
壊
し
た
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
取

り
壊
し
た
年
の
年
末
ま
で
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在

に
所
有
し
て
い
る
土
地
・
家
屋

を
対
象
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す

登
記
建
物
・
・
・
法
務
局
で
滅
失

登
記
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
法

務
局
か
ら
市
に
通
知
さ
れ
ま
す

未
登
記
建
物
・
・
・
家
屋
滅
失
届

を
市
役
所
税
務
課
へ
ご
提
出
く

だ
さ
い

期
間　

　

12
月
１
日
（
金
）
～
10
日
（
日
）

標
語　

や
さ
し
さ
と
笑
顔
で
走

る
兵
庫
の
道

◆
運
動
の
重
点
項
目

　

❶
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全

な
通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転

者
の
交
通
事
故
防
止
❷
飲
酒

運
転
の
根
絶
❸
夕
暮
れ
時
と

夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止
❹
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

◆
交
通
事
故
防
止
対
策

　

年
末
は
師
走
特
有
の
気
ぜ
わ

し
さ
や
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の

機
会
が
増
え
る
こ
と
に
加
え
、

帰
省
等
で
交
通
量
が
増
え
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
交
通
事
故
の

多
発
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
年
始
と
い
う
独
特
の
情

勢
を
踏
ま
え
、
今
月
も
安
全
運

転
に
努
め
、
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
飲
酒
運
転
追
放
「
三
な
い
運
動
」

※
平
成
19
年
の
飲
酒
運
転
追
放

県
民
大
会
宣
言

　

❶
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
を
運
転

し
な
い
❷
運
転
す
る
時
は
酒

を
飲
ま
な
い
❸
運
転
す
る
人

に
は
酒
を
飲
ま
せ
な
い

　

法
律
に
基
づ
く
空
家
等
対
策
計

画
策
定
の
た
め
、
市
で
は
市
内
全

域
の
空
家
等
と
推
定
さ
れ
る
建
物

を
対
象
に
、
現
状
把
握
を
目
的
と

し
た
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間　

11
月
16
日
か
ら
約

　

２
か
月
程
度

▽
調
査
員　

ゼ
ン
リ
ン（
委
託
業
者
）

※
調
査
員
は
腕
章
を
つ
け
、
顔
写

真
入
り
の
調
査
員
証
を
携
行

し
て
い
ま
す

※
広
報
10
月
号
の
掲
載
内
容
か
ら

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

　

交
通
事
故
や
高
齢
者
を

狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
、
市
民
の
皆
様
の
身
の
ま

わ
り
に
は
様
々
な
危
険
が
潜

ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
の
交
通
事
故
防
止
や

防
犯
対
策
の
た
め
、
南
あ
わ

じ
市
と
南
あ
わ
じ
警
察
署
等

の
関
係
機
関
が
連
携
し
、「
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
」
の
人
形
を

使
っ
た
シ
ー
ル
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

警
察
官
が
各
家
庭
へ
訪
問

し
た
際
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
目
立
つ
場
所
に
貼
る
な

ど
し
て
、
交
通
安
全
と
防
犯

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◆
防
犯
対
策

▽
身
近
な
地
域
で
の
犯
罪
、

特
に
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯

罪
や
高
齢
者
に
対
す
る
詐

欺
事
件
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
行
政
の
み
な
ら
ず
、

地
域
社
会
が
一
丸
と
な
っ

て
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら

し
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▽
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
安
全

で
犯
罪
が
発
生
し
に
く
い

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
防

犯
灯
の
設
置
や
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
対
す
る
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
犯
罪
を
な
く
す
た

め
、
南
あ
わ
じ
警
察
署
を

は
じ
め
、
防
犯
協
会
と
連

携
し
市
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
防
犯
の
啓

発
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
式
が
11

月
10
日
、市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

募
集
相
談
員
は
自
衛
隊
と
地
元
と

を
つ
な
ぎ
、
自
衛
隊
志
願
者
へ
の
広

報
資
料
に
よ
る
説
明
や
相
談
、
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
な
ど
募
集
協
力
を
担
っ

て
い
ま
す
。

◆
自
衛
官
募
集
相
談
員

                
※
順
不
同
、
敬
称
略

岡
田　

功
三
（
松
帆
）

谷
口　

博
文
（
松
帆
）

轟　
　

孝
博
（
八
木
）

中
島　

義
晴
（
広
田
）

眞
野　

正
治
（
榎
列
）

山
下　
　

登
（
賀
集
）

市内全域の空家等の
実態調査を実施

家屋を取り壊したと
きは手続きが必要

問都市計画課☎ 43-5227問税務課☎ 43-5213

▲完成した防犯シール

お知
らせ

自衛官募集相談員委嘱式「交通安全・防犯シール」の活用を！

年末の交通事故防止運動の実施

問総務課☎ 43-5001問危機管理課☎ 43-5203、問南あわじ警察署☎ 42-0110

問危機管理課☎ 43-5203

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

委
嘱
を
受
け
た
自
衛
官
募
集
相
談
員
＝
前
列

左
か
ら
山
下
さ
ん
、眞
野
さ
ん
、前
列
右
か
ら

谷
口
さ
ん
、中
島
さ
ん

　

南
あ
わ
じ
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
、
昨
年
度
開
設
し
た

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
や

観
光
客
の
皆
さ
ん
か
ら
の
写
真

投
稿
に
よ
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
食
」。
皆
さ
ん

の
お
気
に
入
り
の
お
店
の
料
理

や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
、
市
内
の
食

文
化
の
豊
か
さ
を
国
内
外
に
発

信
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

▽
応
募
受
付
締
切

　

平
成
30
年
５
月
６
日
（
日
）

▽
応
募
資
格　

プ
ロ
・
ア
マ
問

わ
ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
可
能

　

航
空
会
社
の
マ
イ
ル
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
な
ど
の

ポ
イ
ン
ト
を
自
治
体
ポ
イ
ン
ト

（
く
に
う
み
の
島
「
南
あ
わ
じ
」

ポ
イ
ン
ト
）
に
交
換
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
（
め

い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
）
を
は
じ
め
、

あ
わ
じ
島
ま
る
ご
と
食
の
拠
点

施
設
直
売
所
「
美
菜
恋
来
屋
」

で
も
ポ
イ
ン
ト
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
入
賞
景
品　

１
位
＝
淡
路
ビ

ー
フ
・
２
人
、
２
位
＝
市
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
・
10
人

▽
結
果
発
表　

当
選
者
に
は
平

成
30
年
6
月
30
日
ま
で
に
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

て
ご
連
絡
。
ま
た
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
入
賞
写
真
を
掲
載

※
応
募
方
法
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
公
式
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　

な
お
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
の
交

換
に
は
、
ま
ず
個
人
番
号
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
が
必
要

で
す
。
次
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
マ
イ
キ
ー
ID
を
設
定
し
て
か

ら
、
め
い
ぶ
つ
チ
ョ
イ
ス
や
美

菜
恋
来
屋
で
ポ
イ
ン
ト
を
使
用

し
て
お
買
い
物
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
広
報
紙
11
月
号
６

　

頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い

市公式インスタグラムで
フォトコンテストを開催

美菜恋来屋が自治体
ポイント制度に参加

問秘書課☎ 43-5204問ふるさと創生課☎ 43-5205

募集
お知
らせ



　

今
年
度
の
障
害
者
（
児
）
見
舞
金

を
昨
年
に
申
請
し
て
い
た
だ
い
た
口

座
に
振
込
み
ま
す
。

▽
対
象
者　

平
成
29
年
12
月
１
日
現

在
、
３
か
月
以
上
市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
障
害
者
（
児
）
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
、
療
育

手
帳
、
有
効
期
限
内
の
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
人

▽
支
給
額　

５
０
０
０
円

▽
支
給
日　

12
月
20
日
（
水
）

※
平
成
28
年
12
月
1
日
以
降
に
手
帳

を
取
得
し
た
人
に
は
口
座
振
込
申

込
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い

障害者 ( 児 ) 見舞金の
支給

問福祉課☎ 43-5216

お知
らせ

１年間で 7,766 人
の方が亡くなられ
ています。

滑りやすくて危ない床や階段に悩んでいませんか？

滑り止め工事のことならお任せください！
南あわじ市松帆古津路645

しょう　わ　よう ぎょう

TEL：0799-36-2280

現地調査・見積り無料 塗るだけの簡単工事

集合住宅 商業施設 病院・介護施設公共施設一般住宅

問南あわじ市ファミリー・サポート・センター（ゆめるんセンター内）☎42-3060

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
と
は
、
乳
幼
児
等
の
子
ど

も
の
預
か
り
の
応
援
を
し
て
ほ
し

い
人
（
依
頼
会
員
）
と
、
子
育
て

の
応
援
を
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）

が
会
員
と
な
り
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
橋
渡
し
役
を
し
、
会
員
同
士
が

有
料
で
援
助
し
合
う
組
織
で
す
。

◆
こ
ん
な
時
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

困
っ
た
と
き
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
、
会
員
登
録
す
れ
ば
、
お
子
さ

ま
を
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

（
例
：
病
院
に
通
院
す
る
間
、
子

ど
も
を
見
て
ほ
し
い
。
研
修
や
習

い
事
に
行
っ
て
、
視
野
を
広
げ
た

い
。
な
ど
）

▽
対
象　

１
歳
か
ら
就
学
前
の
乳

幼
児

▽
活
動
日
時　

月
～
金
曜
日
（
土
・

日
・
祝
祭
日
除
く
）

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

▽
利
用
料　

30
分
３
０
０
円

※
預
か
る
場
所
は
原
則
、
提
供
会

員
の
自
宅
（
会
員
間
の
合
意
が

あ
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

※
子
育
て
の
応
援
を
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）
も
随
時
募
集
中
！

南あわじ市ファミリー・サポート・センターを開設お知
らせ

お知
らせ

　

下
水
道
接
続
・
水
回
り
の
改
修
工

事
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
住
宅
設

備
工
事
の
プ
ロ
で
あ
る
淡
路
広
域
管

工
事
業
協
同
組
合
南
あ
わ
じ
支
部
も

参
加
し
ま
す
。

　

ま
た
住
宅
耐
震
相
談
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
９
日
（
土
）、

　

10
日 

（
日
）
の
２
日
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組
合

　

本
所

住まいの相談
コーナーを開設

問下水道課☎ 43-5228
問都市計画課☎ 43-5227

　

国
民
健
康
保
険
証
（
短
期
証
及
び

資
格
証
明
書
含
む
）
は
12
月
１
日
が
更

新
日
と
な
っ
て
お
り
、
受
診
の
際
は
新

し
い
保
険
証
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
11

月
下
旬
に
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
郵
送

（
簡
易
書
留
）
し
て
い
ま
す
の
で
、
届

い
て
い
る
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
い
て
い
な
い
場
合
は
❶
身
分
を
確

認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
等
）
❷

印
鑑
（
認
め
印
可
）
を
持
参
の
う
え
、

市
役
所
ま
で
受
け
取
り
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
お
越
し
に
な
れ
な
い

場
合
は
、
市
民
課
へ
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
再
度
郵
送
し
ま
す
。

　

古
い
保
険
証
は
市
役
所
、
市
民
交

　

市
で
は
、
戸
別
受
信
機
を
緊
急
時

に
は
持
ち
出
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
停
電
の
と
き
な
ど
も
動
作
す
る

よ
う
、
乾
電
池
を
入
れ
て
設
置
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

　

乾
電
池
が
消
耗
し
て
い
る
と
停
電

時
に
使
用
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
液
漏

れ
等
に
よ
る
故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
、
年
に
１
度
は
新
し
い
電
池
と
取

替
え
て
く
だ
さ
い
。

　

戸
別
受
信
機
に
乾
電
池
ラ
ン
プ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
電
池
が
消
耗
し
て
い

流
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
沼
島
出
張
所
へ

お
返
し
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
人 

　

期
間
の
短
い
保
険
証
（
短
期
証
）
ま

た
は
、
資
格
証
明
書
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
て
い

る
人
の
中
で
、
保
険
税
を
納
付
で
き
な

い
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
市
民

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
短
期
証
が
交

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
険
税
、
一
部
負
担
金
の
減
免

　

災
害
等
の
特
別
な
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
、
保
険
税
や
医
療

機
関
等
で
の
自
己
負
担
金
の
減
免
等

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
課
・
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

る
、
ま
た
は
乾
電
池
が
入
っ
て
い
な
い

と
き
は
赤
色
で
点
滅
し
ま
す
。
交
換

方
法
は
付
属
の
取
扱
説
明
書
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
交
換
に

要
す
る
乾
電
池
代

は
、
個
人
等
で
ご

負
担
を
お
願
い
し

ま
す
。

国民健康保険証を
12 月１日に更新します

戸別受信機の
電池交換

問市民課☎ 43-5212、税務課☎ 43-5213

問市民課☎ 43-5212

問危機管理課☎ 43-5203

お知
らせ

お知
らせ

　

e
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
行

う
た
め
に
は
、
住
基
カ
ー
ド
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
に
搭
載
さ
れ
た
電

子
証
明
書（
署
名
用
電
子
証
明
書
）

が
必
要
で
す
。

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
次

の
カ
ー
ド
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
ま
た
氏
名
・
住
所
等
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
失
効
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
住
基
カ
ー
ド

　

有
効
期
間
は
、
発
行
日
か
ら
３

年
で
す
。
平
成
30
年
3
月
31
日
ま

で
に
有
効
期
限
が
満
了
す
る
人
に

は
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
よ
り
ハ
ガ
キ
に
て
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
基
カ
ー
ド
向
け
電
子

証
明
書
の
発
行
は
終
了
し
て
い
ま

す
の
で
、
更
新
を
希
望
す
る
人
は

電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

に
は
、
申
請
か
ら
約
１
か
月
を
要

し
、
ご
本
人
が
市
役
所
へ
受
け
取

り
に
来
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
電

子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
確
定
申

告
の
時
期
と
重
な
る
人
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

有
効
期
間
は
、
発
行
日
か
ら
５

回
目
の
誕
生
日
ま
で
で
す
。

　

失
効
し
て
い
る
場
合
は
、
ご
本

人
が
市
民
課
窓
口
で
発
行
の
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
持
参
す
る
も
の　

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
、
暗
証
番
号
、
印
鑑

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

に
つ
い
て

　

市
役
所
窓
口
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約
制
で

す
の
で
市
民
課
ま
で
ご
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
各
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

　

く
だ
さ
い

～ e-Tax を利用する人へ～

電子証明書（署名用電子証明書）の有効期間に注意！お知
らせ

2017.12.1発行11 10

事業のしくみ事業のしくみ

ファミリー・サポート・センター

アドバイザー

依頼会員

（育児の援助を受けたい人） （育児の援助を行いたい人）

提供会員

◆援助の申し入れ◆援助の申し入れ

◆会員登録◆会員登録
◆会員紹介◆会員紹介

◆育児の援助◆育児の援助

◆報酬◆報酬

◆援助の打診◆援助の打診

◆会員登録◆会員登録

☎42-3060

▲個人番号カード（見本）
コンビニ交付、始まっています
初回交付（電子証明書含む）無料 !
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（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

入会説明会のご案内
 ・日時　平成 29 年 12 月 20 日（水）
 　　　　午後１時 30 分～
 ・場所　南あわじ市シルバー人材センター
 　　　　（旧緑庁舎）２階　会議室
 ※働く意欲のある方をお待ちしています。

区分 平均額 最高額 最低額 データ数

表裏作 10,200円
ほ場整備済 10,800円

40,000円 1,500円 780
ほ場整備未 10,000円

表作のみ 7,900円
ほ場整備済 7,000円

10,100円 5,000円 7
ほ場整備未 10,100円

裏作のみ 8,100円
ほ場整備済 8,300円

15,000円 4,200円 59
ほ場整備未 7,900円

　

市
内
で
平
成
28
年
11
月
～
平
成
29
年
10

月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
農
地
の
賃
借
料
の

水
準
は
左
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
情
報
を

目
安
に
当
事
者
間
で
十
分
協
議
し
た
上
で

農
地
の
賃
借
料
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医
療

費
控
除
は
、
領
収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

※
領
収
書
は
自
宅
等
で
5
年
間
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
（
税
務
署
か
ら
求
め

ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た
は
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
を
受
け
た
医
療

費
通
知
を
添
付
す
る
と
、「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
記
入
を
省
略
で
き
ま

す
（
医
療
費
通
知
と
は
、
健
康
保
険
組

合
等
が
発
行
す
る
「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
な
ど
で
す
）

※
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
は
、
国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
可
能
！

※
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
（w

w
w
.

keisan.nta.go.jp

）
に
ア
ク
セ
ス
！
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
だ
け
で
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

※
申
告
書
の
提
出
方
法
は
e
ー

Ｔ
ａ
ｘ
で
送

信
ま
た
は
印
刷
し
て
提
出
す
る
2
通
り

が
あ
り
ま
す

※
医
療
費
控
除
の
申
告
も
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
で
！

※
「
医
療
費
控
除
の

明
細
書
」
も
作
成

で
き
ま
す

農地の賃借料情報の提供 洲本税務署から確定申告のご案内
問農業委員会事務局☎ 43-5236 問洲本税務署（音声自動案内）☎ 24-1212

※データ数は、農地利用集積計画書の利用権設定において集計に用いた筆数
※賃借のうち、物納は省く

▲テレビ視聴用の
　設置機器の一例

（10a あたり）

お知
らせ 案内

　南あわじ市と島内２市及び洲本県税事務所では、12月を全島一
斉徴収強化月間として、税負担の公平性を確保するため「ストップ
滞納 !!」をスローガンに掲げ、財産の差押え、自動車のタイヤロッ
クの実施など滞納対策を強化します。
　南あわじ市が昨年度に実施した財産の差押件数は、給与等の債権、
動産等をあわせて156件にのぼります。また、差押えた動産をイ
ンターネット公売により換価（税金に充てる）しています。
　納税をお忘れの人は至急納付してください。
　なお、一度に納税が困難な人は、税務課納税係（☎ 43-5213）
へお早めにご相談ください。

～ 納期内に納めましょう ～

税の徴収強化月間スタート！
平成 28 年度滞納処分件数
 （島内３市と洲本県税事務所の合計） 

区分 件数
差　押 1,530件

公　売 13件

捜　索 4件

タイヤロック 1件

お知
らせ

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
平
日
に

開
設
し
て
い
る
『
eo
光
移
行
推
進

窓
口
』
を
、
日
曜
日
に
も
開
設
し

ま
す
。
eo
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
申

し
込
み
を
対
面
で
相
談
し
な
が
ら

手
続
き
い
た
だ
け
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
持
ち
物　

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
か

ら
お
届
け
し
た
書
類
一
式
（
紛

失
し
た
人
は
窓
口
で
再
交
付
し

ま
す
） 

、
認
め
印 

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
受
信
契
約
変

更
案
内
に
つ
い
て

　

市
内
の
一
部
の
エ
リ
ア
に
お
住
ま

い
の
人
へ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
衛
星
契
約

（
BS
）
へ
の
受
信
契
約
変
更
案
内

が
一
斉
に
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

eo
サ
ー
ビ
ス
の
南
あ
わ
じ
市
限
定

コ
ー
ス
は
地
デ
ジ
の
み
ご
覧
い
た

だ
け
る
契
約
で
す
。
こ
の
コ
ー
ス

を
契
約
さ
れ
て
い
て
、
BS
の
視
聴

環
境
が
な
い
場
合
は
契
約
変
更
が

不
要
で
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
機
器
の
電
源
コ
ー
ド
を
抜
か

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

テ
レ
ビ
や
電
話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
は
、
電
気
が
必
要
で

す
。
掃
除
等
で
必
要
な
機
器
の
電

源
コ
ー
ド
を
抜
い
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

修
理
の
依
頼
が
あ
り
、
訪
問
し

た
際
に
、
電
源
コ
ー
ド
が
抜
け
て

い
た
こ
と
が
原
因
な
ど
に
よ
る
場

合
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

掃
除
後
な
ど
に
テ
レ
ビ
等
の
各

サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
い
た
だ
け
な

く
な
っ
た
際
に
は
、
ま
ず
各
機
器

の
電
源
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
障
害
発
生
時
の
問
合
せ
先

　

eo
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
１
２
０
・
９
１
９
・
１
５
１

※
通
話
料
無
料

※
eo
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
ま

ず
音
声
案
内
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流

れ
ま
す
。 

内
容
を
お
聞
き
い
た

だ
き
、
ご
用
件
に
応
じ
た
ボ
タ

ン
を
順
に
押
し
て
く
だ
さ
い

ケーブルテレビ移行手続きのための日曜出張相談窓口を臨時開設
問 eo 光移行相談センター☎ 0120-002-182、問さんさんネット☎ 43-2345

第２期エリア各地区のお申込み推奨期限は下記の通りです。

地区
移行申込み
推奨期間

賀集
鍛冶屋、賀集、八幡東、八幡西、
辻川原、八幡南、八幡中、
福井北、西田、高萩、福井

平成29年

12月 28日（木）
北阿万 全域

潮美台 全域

阿万 下町、中西、西町、丸田、東町

福良 かるも、うずしお台以外
平成30年

１月 31日（水）

賀集
八幡北、立川瀬、野田、

牛内、東山、生子
平成30年

３月 30日（金）阿万 上町、塩屋町、佐野、吹上町

福良 かるも、うずしお台

今月の納税

国民健康保険税・・・【 　   ６ 期 】

納期限　12月25日(月)
《納期内に忘れず納付しましょう》
　問税務課☎ 43-5213

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会の共催による、中学生の「税
についての作文」（全国の中学生対象）で市内の中学生が入賞し
ました。受賞者は次のとおりです。※順不同
◆兵庫県納税貯蓄組合総連合会会長賞
▽出嶋希々果さん（西淡中学２年）
▽前川　晴菜さん（三原中学３年）
※作品は右の二次元コードからご覧ください

税の作文で市内中学生が入賞
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　皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、

さまざまな形で使われています。これらがどのくら

い納められ、どう使われているのか、９月30日時

点の財政状況をお知らせします。詳しくは、ホーム

ページまたは財政課に備え付けの「南あわじ市の

財政状況 平成29年度中間報告」をご覧ください。 

　　　　　　　　　　　問財政課☎43-5209

一般会計
予算現額 278 億 7,943 万円

・・・道路や学校などの整備をはじめ、福祉や教育、消防など市政の基本となる事業を行う会計

区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
国民健康保険 85億4,572万円 29億3,927万円 34.4％ 41億7,585万円 48.9％

後期高齢者医療 6億6,022万円 2億2,765万円 34.5％ 1億9,786万円 30.0％

介護保険 50億8,189万円 20億1,434万円 39.6％ 19億2,728万円 37.9％

土地開発事業 1億7,644万円 4,208万円 23.9％ 　　97万円   0.5％

産業廃棄物最終処分事業 7,184万円 3,236万円 45.0％ 1,157万円 16.1％

ケーブルテレビ事業 9億3,565万円 1億7,722万円 18.9％ 1億2,419万円  13.3％

特別会計

企業会計

･･･国民健康保険や介護保険、ケーブルテレビなど、特定の歳入で特定の事業を行う会計

･･･企業と同じような経理をする会計

公共施設

施設名 休業日
市役所（沼島出張所を含む） 29日(金)～３日(水)
※戸籍届出の受付等は年末年始も市民課で行います

市民交流センター 29日(金)～３日(水)

火葬場 　１日(月)～３日(水)

産業廃棄物処分場 29日(金)～８日(月)

子育て学習・支援センター 28日(木)～４日(木)

ファミリー・サポート・センター 29日(金)～３日(水)

中央公民館・地区公民館 29日(金)～３日(水)

図書館（図書室） 28日(木)～４日(木)

淡路人形浄瑠璃資料館 29日(金)～４日(木)

玉青館 28日(木)～３日(水)

うずの丘大鳴門橋記念館 １日（月）

淡路人形座 25日(月)～31日(日)

道の駅うずしお・鳴門みさき荘
28日(木)、１日（月）
※木曜日が定休日ですが
  １月４日は営業

海釣り公園メガフロート 29日(金)～３日(水)

丸山海釣り公園 台風による被災のため休園中

魚彩館
30日(土)～４日(木)
※30日(土)=正午まで営業
※５日(金)=10:00～営業

湯の川荘 28日(木)～３日(水)

伊加利デイサービスセンター 29日(金)～３日(水)

体育館・スポーツセンター 29日(金)～３日(水)

さんさんネット
（eo 光移行相談窓口を含む） 29日(金)～３日(水)

消費生活センター 29日(金)～３日(水)

美菜恋来屋
１日(月)～２日(火)　
※火曜日が定休日ですが
  12月26日は営業

◉可燃ゴミ

淡路広域行政粗大ごみ処理場（奥畑処理場）
☎24-1676
●休業日＝31日（日）～３日（水）
●臨時開場日＝30日（土）９：00～正午

56 億４,964 万円

40 億 190 万円

22 億 4,189 万円

9 億 6,606 万円

4 億 3,624 万円

8,205 万円

5 億 9,631 万円

20 億 3,355 万円

【歳入】　収入済額129億806万円 【歳出】　支出済額100億７,313万円
( 予算現額 ) ( 予算現額 )

71 億 8,847 万円

37 億 8,843 万円

31 億 4,700 万円

25 億 9,492 万円

29 億 4,032 万円

31 億 3,168 万円

20 億 1,676 万円

11 億 7,967 万円

  6 億 5,173 万円

12 億 4,045 万円

9５億 5,000 万円

23 億 2,179 万円

【地方交付税】 65億 3,607万円（68.4%)65億 3,607万円（68.4%)

0 万円（0.0%)

0 円（0.0%)

10億 6,288万円（52.3%)

0 円（0.0%)

0 円（0.0%)

10億 6,288万円（52.3%)

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

【地方交付税】

【市税】

【市債】

【国庫支出金】

【県支出金】

【繰入金】

【使用料・手数料】

【分担金・負担金】

【諸収入】

【その他】

33億３,192万円（59.0%)33億3　,192 万円（59.0%)

６億 5,200万円（28.1%)6億 5,200万円（28.1%)

4 億 1,277万円（19.3%)9 億 1,330万円（40.7%)

1 億 6,979万円（29.7%)1 億 9,200万円（32.2%)

1 億 9,137万円（43.9%)1 億 9,137万円（43.9%)

2,879 万円（35.0%)2,852 万円（34.8%)

25億 7,356万円（35.7%)

14億 9,052万円（47.6%)

18億 8,893万円（42.0%)

8 億 3,763万円（32.3%)

10億 9,317万円（37.8%)

15億 8,108万円（47.6%)

4 億 8,865万円（27.5%)

6 億 21万円（50.9%)

1 億 3,284万円（19.2%)

2 億 1,809万円（17.6%)

25億 6,125万円（35.6%)

14億 9,052万円（47.6%)

15億 8,893万円（42.0%)

8 億 3,763万円（32.3%)

10億 9,927万円（37.4%)

10億 4,201万円（33.1%)

4 億 5,624万円（22.6%)

6 億 21万円（50.9%)

1 億 7,898万円（27.5%)

2 億 1,809万円（17.6%)

【民生費】

【公債費】

【教育費】

【土木費】

【衛生費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【民生費】

【総務費】

【公債費】

【教育費】

【土木費】【土木費】

【衛生費】

【消防費】

【商工費】

【その他】

【農林水産業費】【農林水産業費】

平成2９年度上半期
（平成2９年４月１日～９月30日）

予算現額 執行額

区　分
収　入 支　出

予算現額 執行額 執行率 予算現額 執行額 執行率

　下水道事業
収益的 27億 2,590万円 15億 1,747万円 55.7% 26億 8,382万円 4億 4,334万円 16.5%

資本的 26億 4,661万円 3,226万円 1.2% 39億 7,996万円 10億 1,730万円 25.6%

　国民宿舎事業
収益的 2億 3,849万円 1億 1,658万円 48.9% 2億 3,828万円 1億 1,470万円 48.1%

資本的 1万円 0万円 0.0% 1億 391万円 0万円 0.0%

　農業共済事業 収益的 4億 6,384万円 9,748万円 21.0% 4億 6,384万円 1億 553万円 22.8%

市の財政状況

区分 南あわじ市全域

場所 中央リサイクルセンター（榎列上幡多）
☎43-3200

業務時間 （月～金）９：00～16：00、（土・日）休み
※毎月第２日曜日は９：00～16：00

休業日 29日（金）～３日（水）

区分 市　内　全　域

場所 やまなみ苑（広田広田）☎45-0534

休業日 １日（月）～３日（水）まで休み　
※29日（金）～31日（日）は、8:30～16:30開業

注意事項

❶ 市指定のゴミ袋を使用して持ち込んでも手数料
　が必要
❷ 草は一抱えでヒモで縛るか、袋詰めしてください
❸ 剪定枝は太さ10ｃｍ以内、長さ1ｍ以内とし、一抱
　えでヒモで縛るか、袋詰めしてください
❹ 農業用資材や家屋解体物など産業廃棄物は受け
　入れができません
❺ 必ず時間内に持ち込んでください
❻ 持込に際して道路上にゴミが飛び散らないよう、
　荷台にシート掛けなどの処置をしてください

※（　　）は予算現額に対する執行率

年末年始の
　　業務案内

温泉

施設名 営業時間

ゆとりっく 27日(水)～３日(水)10:00～22:30

さんゆ～館 31日(日)～３日(水)＝10:00～23:30
※23:00受付終了

ゆーぷる 31日(日)～３日(水)＝10:00～23:30
※23:00受付終了

プール＆フィットネス

施設名 休業日

ゆとりっく 29日(金)～３日(水)

サンプール 28日（木）~平成30年３月
※天井工事につき休館予定

市立診療所

施設名 休業日

沼島診療所 29日(金)～３日(水)

阿那賀診療所 28日(木)～４日(木)

伊加利診療所 29日(金)～４日(木)

灘診療所 29日(金)～３日(水)

◉粗大ゴミ・資源ゴミ



新
薬
と
同
等
で
す
。
❸
欧
米
で

は
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

ふ
れ
あ
い（
人
権
）カ
レ
ン
ダ
ー

の
配
布

　

ふ
れ
あ
い
（
人
権
）
カ
レ
ン

ダ
ー
は
、
自
治
会
を
通
じ
て
配
布

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
５

年
（
平
成
27
年
）
か
ら
各
小
学
校

を
通
じ
て
の
配
付
に
変
更
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で

校
区
分
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
渡
し

し
て
い
ま
す
。
枚
数
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
無
く
な
っ
て
い
る
場
合

は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済

出
前
受
付
窓
口
の
開
設

　
（
公
財
）
兵
庫
県
住
宅
再
建
共

済
基
金
の
職
員
に
よ
る
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
共
済
の
出
前
受
付
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
25
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
そ
の
他　

申
し
込
み
に
は
、
銀

行
の
お
届
け
印
及
び
口
座
番
号

が
必
要
。
ま
た
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
可
。

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

16

情
報
瓦
ば
ん

保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

嘱
託
職
員
の
募
集

▽
職
務
内
容　

市
内
保
育
所
・
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
の
園
児
の

保
育
及
び
指
導

▽
勤
務
時
間　

午
前
8
時
～
午
後

６
時
ま
で
の
う
ち
７
時
間
30
分

勤
務

※
早
出
・
遅
出
・
土
曜
日
勤
務
あ
り

▽
任
用
期
間　

平
成
30
年
４
月
１

日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

▽
採
用
人
数　

10
人
程
度

▽
資
格　

保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教

諭
免
許
・
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人

▽
賃
金　

月
額
15
万
８
８
０
０
円

※
担
任
を
受
け
持
っ
た
場
合
、別
途

担
任
手
当
あ
り
。社
会
保
険
・
雇

用
保
険
・
労
災
保
険
加
入

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
に
写
真
を

貼
り
、必
要
事
項
及
び
希
望
す
る

職
種
を
記
入
の
上
、運
転
免
許
証

な
ど
資
格
証
の
写
し
を
添
え
て
、

総
務
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送

（
〒
６
５
６
‐
０
４
９
２
南
あ
わ

じ
市
市
善
光
寺
22
番
地
１
）

▽
受
付
期
間　

12
月
１
日（
金
）～
15

日（
金
）必
着
。午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
ま
で
の
平
日
の
み
。

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
試
験
日　

１
月
中
下
旬
の
土
曜

日
ま
た
は
日
曜
日
を
予
定

▽
業
務
内
容
の
問
合
せ　

保
育

所
（
園
）
は
子
育
て
支
援
課
☎

43
・
５
２
１
９
、幼
稚
園
・
認
定
こ

ど
も
園
は
教
育
総
務
課
☎
43
・

５
２
３
０

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

主
任
介
護
支
援
専
門
員

嘱
託
職
員
の
募
集

▽
職
種　

主
任
介
護
支
援
専
門
員

▽
採
用
要
件　

主
任
介
護
支
援
専
門

員
免
許
、普
通
自
動
車
運
転
免
許

▽
募
集
人
数 

１
人

▽
任
用
期
間　

平
成
30
年
１
月
1

日
～
平
成
30
年
3
月
31
日

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時　

▽
賃
金 

月
額
18
万
７
６
０
０
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給
。社
会
保

険
・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
あ
り

▽
勤
務
場
所　

南
あ
わ
じ
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
）

▽
申
込
み
方
法　

市
販
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、資
格

証
、運
転
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
、持
参
ま
た
は
郵
送

▽
受
付
期
間　

12
月
１
日（
金
）～

15
日（
金
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験（
試
験
日

等
は
申
込
者
に
後
日
連
絡
）

問
長
寿
福
祉
課
☎
43
・
５
２
３
７

市
登
録
臨
時
職
員
の
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
臨
時
職
員

と
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る
人
の

登
録
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
職
種　

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

学
童
保
育
指
導
員
、
事
務
補
助

員
、
調
理
員
な
ど

▽
申
込
方
法　

登
録
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
へ

郵
送
ま
た
は
持
参
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

相
談
希
望
者
の
募
集

▽
内
容　

仕
事
や
起
業
、
資
格
取

得
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
希
望
す

る
女
性
の
た
め
の
無
料
個
別
相
談

（
一
時
保
育
あ
り
）

▽
日
時　

平
成
30
年
２
月
７
日

（
水
）
❶
午
前
10
時
～
❷
午
前

11
時
❸
午
後
０
時
～

▽
場
所　

ゆ
め
る
ん
セ
ン
タ
ー

▽
相
談
員　

飯い
い
ば
ち鉢

仁ひ
と

弥み

氏
（
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
産
業

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▽
申
込
締
切　

平
成
30
年
１
月
31

日
（
水
）

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

学
院
生
の
募
集

　

障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院
で

は
平
成
30
年
度
生
を
募
集
し
ま
す
。

❶
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
求
職
者
等

▽
募
集
科
目　

も
の
づ
く
り
科
、ビ

ジ
ネ
ス
事
務
科
、情
報
サ
ー
ビ
ス
科

▽
募
集
定
員　

各
科
10
人

❷
知
的
障
害
の
あ
る
人
（
通
校
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
）

▽
募
集
科
目　

総
合
実
務
科

▽
募
集
人
数　

９
人

❶
❷
共
通

▽
募
集
期
間　

12
月
12
日
（
火
）

～
翌
年
１
月
16
日
（
火
）

▽
選
考
日　

翌
年
１
月
25
日
（
木
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い

問
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

　
☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等

受
講
者
の
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員　

６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間
30
分

▽
講
習
日
時　

12
月
８
日
（
金
）

の
午
後
２
時
と
午
後
７
時
か

ら
、
24
日
（
日
）
の
午
前
10
時

と
午
後
３
時
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
ヨ
ガ
教
室
受
講
者

　

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
呼
吸
を

深
め
、
ボ
デ
ィ
ー
メ
イ
ク
効
果
を

高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円
（
全
８
回
）

▽
定
員　

60
人
（
要
予
約
）

▽
日
時　

12
月
22
日
、１
月
12
、26

日
、２
月
９
、23
日
、３
月
９
、16
、

23
日
の
金
曜
日
、午
後
７
時
30
分

か
ら　

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
者
の
募
集

　

豊
か
な
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
公
園
内
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
30
年
２
月
11
日

（
日
）
午
前
８
時
30
分
開
会
～

▽
場
所　

淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園

▽
コ
ー
ス　

フ
ラ
ッ
ト
で
走
り
や

す
い
コ
ー
ス
を
利
用
し
、
２
・
４

km
フ
ァ
ン
ラ
ン
、
１
・
２
km
フ
ァ

ン
ラ
ン
、
１
・
２
km
フ
ァ
ミ
リ
ー

ペ
ア
、
60
分
タ
ス
キ
リ
レ
ー
な

ど
を
設
定

▽
参
加
料　

高
校
生
以
上
５
０
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

▽
申
込
締
切　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

12
月
29
日
（
金
）、
事
務
局
へ
直

接
平
成
30
年
１
月
10
日
（
水
）

問
体
育
協
会
事
務
局
（
三
原
健
康

広
場
内
）
☎
42
・
５
６
３
０

第
17
回
南
あ
わ
じ
市
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

▽
日
時　

平
成
30
年
１
月
28
日

（
日
）午
前
８
時
30
分
受
付

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場
体
育 

　

館
、
文
化
体
育
館

▽
対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、

　

通
学
の
人
及
び
そ
の
家
族

▽
種
目　

❶
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
❷

ト
リ
ム
Ⅰ
の
部
❸
ト
リ
ム
Ⅱ
の

部
❹
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

▽
参
加
費　

１
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

平
成
30
年
１
月
12

日
ま
で
に
申
込
書
を
榎
列
小
学

校
（
〒
６
５
６
‐
０
４
２
６
榎

列
大
榎
列
１
４
２
６
番
地
１
）
の

山
口
博
道
宛
に
郵
送

問
榎
列
小
学
校
（
山
口
）

　

☎
０
９
０
・
５
８
８
０
・
８
２
３
４

美み

菜な

恋こ
い

来こ
い

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま

せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
接

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校

園
芸
療
法
課
程
の
学
生
募
集

　

園
芸
療
法
課
程
は
、
園
芸
療
法

士
養
成
コ
ー
ス
で
医
療
、
福
祉
、

教
育
、
造
園
な
ど
の
現
場
で
園
芸

療
法
を
実
践
で
き
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

▽
募
集　

全
寮
制（
１
年
）、通
学
生

（
２
年
）コ
ー
ス
と
も
に
若
干
名

▽
試
験
日　

平
成
30
年
１
月
28
日（
日
）

▽
願
書
受
付　

平
成
30
年
１
月
４
日

（
木
）～
15
日（
月
）

※
詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.a
w
a
ji.a
c.jp

。

学
校
見
学
・
説
明
も
随
時
受
付

問
同
学
校
普
及
指
導
課

　

☎
０
７
９
９
・
82
・
３
４
５
５

ま
な
び
資
金
利
子
補
給
金

　

大
学
等
の
入
学
金
や
授
業
料
な

ど
の
教
育
資
金
を
、
市
内
の
金
融

機
関
等
で
借
入
れ
た
保
護
者
に
、

利
息
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

次
の
❶
～
❸
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
人

❶
大
学
（
短
大
含
む
）、専
修
学
校
、

高
専
４
年
生
以
上
で
教
育
を
受

け
て
い
る
学
生
の
保
護
者

❷
市
内
に
３
年
以
上
在
住

❸
世
帯
の
総
所
得
金
額
が

７
７
１
万
円
以
下
で
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い

▽
利
子
補
給
の
対
象
期
間　

学
校

の
正
規
の
就
学
期
間
が
終
了
す

る
ま
で

▽
対
象
融
資
限
度
額　

学
生
１
人

に
つ
き
３
０
０
万
円

▽
利
子
補
給
額　

３
万
円
上
限
で

当
該
年
（
１
月
～
12
月
）
の
支

払
っ
た
利
息
分
を
補
給

▽
受
付
期
間　

平
成
30
年
１
月
４
日

（
木
）
～
31
日
（
水
）

▽
申
請
方
法　
「
ま
な
び
資
金
利

子
補
給
金
交
付
申
請
書
」
に
必

要
な
書
類
を
添
え
て
学
校
教
育

課
へ
提
出

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
と
は
、
最
初
に
作
ら
れ

た
医
薬
品（
先
発
医
薬
品
＝
新
薬
）

の
特
許
終
了
後
に
、
厚
生
労
働
省

の
認
可
の
も
と
製
造
・
販
売
さ
れ

て
い
る
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。
新

薬
と
同
じ
有
効
成
分
、同
じ
効
能
・

効
果
を
も
っ
て
い
ま
す
。

▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
特
徴

❶
新
薬
よ
り
安
価
で
経
済
的
で

す
。
❷
効
き
目
や
安
全
性
は
、

鳴
門
海
峡
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

大
作
戦
in
か
る
も
海
岸

　

鳴
門
海
峡
の
周
辺
環
境
を
守
る

た
め
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
乗
合
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
３
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

か
る
も
海
岸
（
福
良
丙
）

▽
主
催　
“
鳴
門
海
峡
”
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
実
行
委
員
会

問
う
ず
潮
を
世
界
遺
産
に
す
る
淡

路
島
民
の
会
事
務
局
（
山
口
）

　

☎
０
９
０
・
８
７
５
８
・
９
７
６
１

劇
団
カ
ッ
パ
座 

淡
路
島
公
演

「
つ
る
の
お
ん
が
え
し
」

　

お
子
さ
ん
の
心
に
愛
と
勇
気
を

育
て
る
劇
団
カ
ッ
パ
座
。
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

12
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
前
売
券　

お
と
な
１
６
０
０
円
、

こ
ど
も
１
１
０
０
円
（
３
歳
以

上
小
学
生
以
下
）

※
当
日
券
は
５
０
０
円
プ
ラ
ス

問
淡
路
カ
ッ
パ
友
の
会
事
務
局

　

☎
25
・
８
３
８
７
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▽
場
所　

い
ち
ば
ん
星

　
（
南
あ
わ
じ
市
市
福
永
５
７
２
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

空
き
家
バ
ン
ク
無
料
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

❶
12
月
３
日
（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
１
時
、❷
８
日

（
金
）午
後
１
時
～
４
時
、❸
17

日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

❹
22
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

❶
❸
美
菜
恋
来
屋
隣

「
情
報
発
信
拠
点
施
設
」❷
福

良
地
区
公
民
館
❹
八
木
地
区

公
民
館

▽
相
談
員　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

※
❷
で
は
、宅
建
協
会
淡
路
支
部

の
相
談
員
も
い
ま
す

※
平
日
は
、ふ
る
さ
と
創
生
課
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

２
０
１
８
年
南
あ
わ
じ
市
成
人
式

▽
日
時　

１
月
７
日
（
日
）
午
後
０

時
30
分
受
付
、
１
時
30
分
開
式

▽
場
所　

文
化
体
育
館

▽
対
象
者　

平
成
９
年
４
月
２
日
～

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
案
内
状
の
送
付
は
行
い
ま
せ
ん

※
住
民
票
が
南
あ
わ
じ
市
に
無
い

人
も
参
加
可

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

宝
石
銅
鐸
を
作
っ
て
み
よ
う

　

ク
リ
ア
ソ
ー
プ
で
キ
ラ
キ
ラ
輝

く
宝
石
の
よ
う
な
松
帆
銅
鐸
を
作

り
ま
す
。
色
ん
な
カ
ラ
ー
を
組
合

せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
石
鹸
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

▽
日
時　

12
月
26
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館
調
理
室

▽
持
ち
物　

水
筒
、
筆
記
用
具

▽
定
員　

25
人
程
度

※
先
着
順
・
子
ど
も
含
む

▽
参
加
費　

１
人
２
０
０
円
（
材

料
費
）

▽
申
込
み　

社
会
教
育
課
に
電
話
・

メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

　

12
月
４
〜
10
日
は
人
権
週
間
で

す
。
人
権
文
化
の
定
着
を
目
的
と

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
義
経
千
本
桜
』四
段
目

道
行
初
音
の
旅

◆
第
34
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継

者
団
体
発
表
会
写
真
展

▽
期
間　

12
月
10
日（
日
）ま
で

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

12
月
３
日
（
日
）
～
翌

年
３
月
30
日
（
金
）

◆
子
ど
も
た
ち
の
淡
路
人
形
版
画
展

▽
期
間　

12
月
15
日
（
金
）
～
翌

年
２
月
８
日
（
木
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

淡
路
人
形
座（
12
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
戎
舞
」・「
人
形
解
説
」・

「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子　

火
の
見

櫓
の
段
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

し
て
、
人
権
作
文
表
彰
式
を
開
催

し
ま
す
。

▽
内
容　

和
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト
「
絆
」

に
よ
る
演
奏
、「
沖
縄
戦
と
ひ

め
ゆ
り
学
徒
隊
」
パ
ネ
ル
及
び

「
電
通
・
人
権
ポ
ス
タ
ー
」
の

展
示
、
人
権
作
文
表
彰

▽
日
時　

12
月
10
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
淡
路

▽
テ
ー
マ　

子
ど
も
の
未
来
に
つ

な
が
る
地
域
学
校
協
働
活
動
を

考
え
る
。

▽
内
容　

事
例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

▽
対
象　

地
域
学
校
協
働
活
動
に

携
わ
る
方

▽
申
込
方
法　

自
由
参
加
（
無
料
）

▽
日
程　

12
月
２
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
45
分

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

問
同
運
営
事
務
局
（
㈱
キ
ャ
リ
ア
リ
ン

ク
内
）
☎
06
・
６
２
５
１
・
６
０
０
１

働
く
婦
人
の
家
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト

▽
内
容　

シ
フ
ォ
ン
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
づ
く
り

▽
日
時　

12
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

◆
鶴
澤
友
路
追
善
公
演

▽
日
時　

12
月
３
日（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

▽
内
容　

座
員
に
よ
る
演
目
解

説
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
「
三
段

目　

殿
中
刃
傷
の
段
」
と
「
七

段
目　

祗
園
一
力
茶
屋
の
段
」

（
素
浄
瑠
璃
）

▽
料
金　

大
人
１
５
０
０
円
、
中
高

生
１
３
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
０

円
。
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
売
り
切
れ
次
第
終
了

◆
12
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜

日
、18
日（
月
）、22
日（
金
）、23
日

（
土
）、25
日（
月
）～
31
日（
日
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

第
１
６
３
回
神
代
天
体
観
測
会

「
す
ば
る
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

12
月
16
日（
土
）

　

午
後
７
時
～

※
天
候
不
良
時
は
中
止

▽
定
員　

15
人

▽
材
料
費　

１
２
０
０
円

▽
申
込
締
切　

12
月
７
日
（
水
）

※
申
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
不
可

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

児
童
館
冬
の
イ
ベ
ン
ト

▽
内
容

　

❶
工
作
教
室
Ⅰ
❷
工
作
教
室
Ⅱ

▽
日
時

　

❶
12
月
25
日（
月
）午
前
９
時
～

　

❷
12
月
27
日（
水
）午
前
９
時
～

❶
❷
共
通

▽
場
所　

児
童
館

▽
募
集
人
員　

20
人

▽
申
込
締
切　

12
月
13
日（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。参
加
費

等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

「
お
は
な
し
会
ピ
ノ
キ
オ
」

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
会（
無
料
）

▽
内
容　

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
・
手
品
・

大
型
紙
芝
居
・
人
形
劇
な
ど

▽
日
時　

12
月
24
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

市
立
図
書
館

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

第
７
回
せ
い
だ
ん
ふ
れ
あ
い

交
流
の
つ
ど
い

▽
日
時　

12
月
３
日
（
日
）

　

午
後
０
時
～
３
時

▽
場
所　

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

舞
台
発
表
、
バ
ザ
ー
、

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

▽
日
時　

12
月
17
日（
日
）

　

午
後
７
時
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
１
０
０
回
講
習
会

▽
日
時　

12
月
２
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
43
回
講
座

▽
日
時　

12
月
14
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

ふ
る
ま
い
な
ど

※
来
場
の
際
は
乗
り
合
わ
せ
、
ま
た

は
湊
地
区
公
民
館
前
か
ら
の
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

第
６
回
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

▽
内
容　

教
会
で
行
わ
れ
る
恒
例

の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
探
し
や
参
加
型
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、バ
レ
エ
ダ
ン
ス
な
ど
。

▽
日
時　

12
月
10
日
（
日
）

　

午
後
３
時
～
５
時

▽
場
所　

淡
路
三
原
伝
道
所
（
市

福
永
４
２
３
の
１
☎
42
・
１
１
０
１
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

60
人

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会（
登
日
）

　

☎
０
８
０
・
５
７
０
６
・
１
４
０
７

第
22
回
南
淡
路
だ
ん
じ
り
唄

交
流
会

　

だ
ん
じ
り
を
持
た
な
い
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
「
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
」

の
発
表
会
で
す
。

▽
日
時　

12
月
17
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
開
始
予
定

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会
（
う
ず
潮
自
動

車
工
作
所
内
・
柏
木
）
☎
54
・

０
９
０
７

里
山
基
地
の
活
動

▽
内
容　

餅
つ
き
、
野
外
ク
ッ
キ

ン
グ
（
安
部
川
も
ち
、ぜ
ん
ざ
い
）

▽
活
動
日　

12
月
10
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所　

伊
加
利
「
里
山
基
地
」

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
イ
ヴ
フ
ァ
ン

フ
ァ
ン
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

▽
内
容　

３
市
社
協
、歳
末
た
す

け
合
い
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
柳
学

園
中
高
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

12
月
23
日（
土
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
開
場

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

※
美
術
展
、お
茶
席
同
時
開
催

問
柳
学
園
高
校
☎
22
・
２
５
５
２

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

立
原
え
り
か
の

「
グ
リ
ム
童
話
」絵
本
原
画
展

▽
期
間　

12
月
３
日（
日
）ま
で

館
蔵
品
展
３

▽
期
間　

12
月
７
日（
木
）～
翌
年
１

月
30
日（
火
）

▽
臨
時
休
館

　

収
蔵
庫
燻
蒸
作
業
の
た
め
12
月

12
日（
火
）～
16
日（
土
）

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

　
１2 月の無料相談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

12
月
12
日（
火
）、26
日

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

こ
こ
ろ
や
す
ら
ぐ
ひ
ろ
ば

　

精
神
疾
患
を
抱
え
る
人
と
そ
の
家

族
、地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
広
場
。

精
神
障
害
者
相
談
員
や
保
健
師
等
に

よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
24
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
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文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　12日（火）・21日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　27日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所２階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　20日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　司法書士船越事務所　船越まで
　　　　☎23-0086（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　11日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　27日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　22日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

情報瓦ばん



さんさんネット　12月番組の見どころ 問さんさんネット
　☎43-2345

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

南
あ
わ
じ
市
内
健
康
卓
球
大
会

（
10
月
15
日
・
三
原
健
康
広
場
）

【
団
体
１
部
】

①
Ｒ
ｓ
ｃ
ａ
ｌ

②
テ
ン
ペ
ス
ト

【
団
体
２
部
】

①
名
球
会
Ｃ

②
名
球
会
Ｂ

【
団
体
３
部
】

①
ア
ナ
ガ
Jr
ク
ラ
ブ
Ｂ

②
し
づ
お
り
ク
ラ
ブ

【
ダ
ブ
ル
ス
１
部
】

①
黒
田
・
坂
本
（
Ｒ
ａ
ｓ
ｃ
ａ
ｌ
）

②
井
上
・
堤
（
Ｒ
ａ
ｓ
ｃ
ａ
ｌ
）

【
ダ
ブ
ル
ス
２
部
】

①
小
山
・
畑
（
ス
ポ
ー
ツ
21
第
３
小
）

②
山
田
・
奈
良
（
名
球
会
）

【
ダ
ブ
ル
ス
３
部
】

①
山
本
・
西
田
（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
）

②
松
崎
・
片
山
（
賀
集
卓
球
健
康
教
室
）

第
10
回
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

【
南
あ
わ
じ
市
長
賞
】

　

西　

望の
ぞ
み心

（
倭
文
小
３
年
）

【
南
あ
わ
じ
市
商
工
会
長
賞
】

　

越え
ち
か
わ川　

昊そ

ら良
（
松
帆
小
４
年
）

【
一
般
社
団
法
人

淡
路
青
年
会
議
所
理
事
長
賞
】

　

龍
本　

翔
し
ょ
う
え
い英

（
松
帆
小
４
年
）

【
優
秀
賞
】

　

阿
部
な
ぎ
さ
（
倭
文
小
４
年
）

　

橋
本　

龍
り
ゅ
う
せ
い征

（
倭
文
小
４
年
）

　

谷
池　

優す
ぐ
り璃

（
辰
美
小
４
年
）

　

楠　
　

結ゆ
い
な菜

（
西
淡
志
知
小
３
年
）

　

東
あ
ず
ま　

姫ひ

め

か

愛
歌
（
西
淡
志
知
小
４
年
）

　

越お

く久　

太
陽
（
西
淡
志
知
小
４
年
）

　

速
水　

日ひ
よ
り和

（
市
小
３
年
）

★
大
会
結
果
は
市
大
会
規
模
以
上
を
対
象

と
し
、
大
会
主
催
者
及
び
関
係
者
か
ら
の
情

報
提
供
に
基
づ
き
、
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

問
秘
書
課
☎
43
・
５
２
０
４

　

F

 

43
・
５
３
０
４　

kouhou@

city.m
in
am
iaw
aji.h
yogo.jp

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

　12 月の休館日
   毎週月曜日

　28 日（木）月末整理日
　29 日（金）～ 31 日（日）

みんなの図書館

12月 ８日（金）～

・広田小学校 学習発表会

12月14日（木）～ 

・市保育所 生活発表会

12月18日（月）～ 

・ちょいみみ 
　～クリスマスにほしいものは？～

12月21日（木）～ 

・ちどり保育所 生活発表会

12月18日（月）～ 25日（月）

・湊小学校学習発表会

さ ん さ ん ニ ュ ー ス 撮 っ て お き ☆
月曜日～金曜日　午後７時 30 分更新
■放送　午前７時 30 分～、午後０時 30 分～
　　　　午後７時 30 分～、深夜０時 30 分～

毎週月曜日　午後８時更新
■放送　午前８時～、午後１時～、午後８時～

2021 2017.12.1発行

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※さんさんネットのホー
ムページでも番組表を確
認いただけます

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

EPG（電子番組表）

　日本の医療が目指すの
は、“鉄腕アトムのような医
師”。日本は、２０２５年を迎
えると３人に１人が６５歳以
上の超高齢化社会を突き進
んでいる。脳卒中や認知症
などの予防・治療に活用で
きるＩＣＴの研究を続ける
脳神経外科医が、ＡＩ・スマ
ホ・ロボットを使う未来医療
を紹介する。

　舞台はドイツ。探偵カール
がクリスマスの夜に出会っ
た、謎の男とは･･･？伊坂作
品のエッセンスすべてが凝
縮された、心温まる聖夜の
奇跡の物語。フィオールによ
る挿し絵も収録。お話の最
後では呆然となり、もう一度
読み直したい気持ちで胸が
いっぱいになる。　

　ごはんのまっしろいゆげが
はなをくすぐると、おなかも
ぐうぐうなる。ごはんはごは
んになるまで、いっぱいおは
なしがあるんだよー。おばあ
ちゃんが歌うように語る、ご
はんをめぐる物語。ことばと
写真、それぞれをかみしめる
ように味わえる写真絵本。

　ある日、出かけていたウサ
ギが、巣穴の前までもどってく
ると、中から「ウサギの耳が大
好物」だという謎のかいぶつ
の声が･･･。びっくりしたウサ
ギは、ネコやクマ、ゾウたちと
謎のかいぶつを巣穴から追い
出そうとしますが。読み聞か
せにぴったりの、テンポよく楽
しい絵本。

鉄腕アトムのような医師
ＡＩとスマホが変える日本の医療 クリスマスを探偵と ごはんはおいしい ウサギのすあなに

いるのはだあれ？
高尾洋之／著（日経ＢＰ社） 伊坂幸太郎／文（河出書房新社） ぱく きょんみ／文（福音館書店） ジュリア・ドナルドソン／文

（徳間書店）

第75回市議会定例会一般質問

■放送日　12 月 26 日（火）～ 29 日（金）

 （再放送）12 月 30 日（土）～ 31 日（日）

■放送　午前８時～、午後８時～

情報瓦ばん
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　この像は、国分庵（八木国分）の本尊で、かつて国
分寺にあったと伝えられています。
　ヒノキ材の一

いちぼく
木造

づく
りで内

うち
刳
ぐ
りは施されていませ

ん。穏やかな表情、体部の量
りょうかん
感が少なく、肩がなだ

らかなどの特徴から平安後期の造
ぞうりゅう
立と思われます

が、一木造りで螺
ら
髪
ほつ
が大ぶりに表れるなど古い様

式がみられます。かつては、全体
に金
きんぱく
箔が貼られていましたが、現

状では耳の後ろに少し金箔が残
るのみです。脚

きゃっか
下部

ぶ
、両手先、両

足先、足ほぞ、両袖の前端、台
だいざ
座、

光
こうはい
背は補修されています。
　平成９年に指定されました。

市
指
　
薬や

く

師し

如に

ょ

ら

い来
坐ざ

ぞ

う像

像高 71.3cm

　目指せ世界遺産！
「鳴門の渦潮」文化コンクール

受賞作品を市立図書館で展示します

ポスターの部・知事賞

【淡路島内の主な受賞作品】

【一般の部】 
南あわじ市

奥野莉
り み

生さん

【中学生の部】 
三原中３年

仲野剛
た け る

瑠さん

俳句の部・市長賞

　兵庫・徳島「鳴門の渦潮」世界遺産登録推進協
議会では、「鳴門の渦潮」の世界遺産登録に向けた
普及啓発活動の一環として、「鳴門の渦潮」をテー
マにしたポスター・俳句・書道作品の「鳴門の渦潮」
文化コンクールを実施しました。
　この度、受賞作品の展示会を開催します。

日時　１２月１日（金）～２１日（木）

　　　 午前９時３０分～午後７時

　　　 ※日・祝日は午後５時まで。月曜休館

場所　 市立図書館 展示室

問兵庫・徳島「鳴門の渦潮」世界遺産登録推進協議会
　（淡路県民局未来島推進課内）☎２６－２０１４

南あわじ市住宅用太陽光
発電システム設置補助金
の受付は終了しました

　平成 29 年度の住宅用太陽光発電システム設置補

助金については、申請件数が予定数に達したため、

受付を終了しました。

　また、当補助金制度は、平成 29 年度をもちまし

て廃止となりますのでご了承ください。

問環境課☎４３－５２１４

観
潮
や

　
手
す
り
つ
か
む
手

　
　
　
　
　
強
く
な
る
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いきいき健康生活

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ３日（日） 鈴 木 俊 示 医師 齊 藤 雅 文 医師

10日（日） 友清龍一郎 医師 日 笠 久 美 医師

17　日（日） 瀧 川　 卓 医師 橋 田 友 孝 医師

23　日（日） 橋 田 友 孝 医師 福 田 邦 夫 医師

24　日（日） 福 田 邦 夫 医師 福 原 正 博 医師

31日（日） 福 原 正 博 医師 宮 崎 美 枝 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円
内容   日 曜日　    時間 　　   場所

阿波踊り体操
６ 水

10:00 ～
　南あわじ市
　保健センター20 水

● いずみ会リーダー養成講座（修了式）
  日　　　曜日　   　　 　 時間 　場所　

 14 木 10：00 ～ 13：00 中央公民館

  1２月の健康カレンダー

● 乳幼児健康カレンダー　　 　　（　　）は対象

内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 21 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（29年８月生）

26 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（29年２月生）

19 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（28年5月生）

５ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（27年9月生）

20 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（26年11月生）

12 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（24年12月生）

25 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（26年9月･27年3月生）

６ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（28年10月生） ８ 金

13:30 ～ 14:00
（29年５月生） 22 金

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（29年７月生）

21 木  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ７ 木  ９:30

発達支援相談（予約制） ７ 木 13:30 ～

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

18 月
  ９:00 ～ 10:30
 13:00 ～ 15:00

市役所本館 1 階

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小

児夜間救急診療を行っています。

問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲

本市応急診療所において、小児科医の輪番による小

児救急診療所を開設しています。

受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

認知症を支える家族の会　スマイル
　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいません

か？日ごろの思いを話し合える場です。

日　時　12月13日（水）14:00～15:00

場　所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

スマイルカフェ               　※申込不要

認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが気軽に集え、

家族らが抱える介護負担の相談にスタッフが応じます。

日　時　12月５日（火）13：00～16：00

場　所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

調理実習 21 木 　沼島総合センター

22

　ノロウイルスによる食中毒は

夏だけではなく、冬に多発してい

ます（右グラフ）。

　感染すると下痢やおう吐の症

状がでますが、症状が出ない不

顕性感染者もいます。その状態

でも便とともにウイルスが排出

されます。感染力がきわめて強

く、特効薬がないので十分な注

意が必要です。

◆食品を介した感染を防ぐ
　ノロウイルスは85～90℃で90秒以上加熱することで

感染性を失います。カキなどの二枚貝は中まで十分に火

を通し、調理器具は使用後、塩素系の洗剤や煮沸による消

毒を行いましょう。

◆便やおう吐物の処理も注意！
　感染した人の便やおう吐物には多量のノロウイルスが

含まれ容易に飛散します。感染を防ぐために、便やおう吐

物、おむつなどの処理には使い捨てのマスク、手袋、エプ

ロンを使い、換気しながら行うことが大切。汚物や汚れた

所はペーパータオルなどで静かに拭き取って、ビニール

袋に入れ、消毒液をかけて密封して破棄。床なども消毒し

て作業後は手洗い、うがいを忘れずにしましょう。

冬のノロウイルス感染を防ごう！

原因別の食中毒患者数（年間）

出典：食中毒統計（平成23～27年の平均。病因物質が判明している食中毒に限る）

問健康課☎43-5218

◆患者数で第１位 ◆冬期に多い

ノロウイルス食中毒の

発生時期別の件数（年間）

ノロウイルス
58％

12,861人

11月～２月
65％
236件

その他
9,377人

その他の月
127件

　ノロウイルスの感染について

「人」からの感染（感染性胃腸炎）
　▼感染した人の便やおう吐物を処理した際に誤

　　って口の中にウイルスが入ってしまった場合

　▼ノロウイルスを含む便やおう吐物が乾燥して

　　空中に舞ったウイルスを吸い込んだ場合

「食品」からの感染（食中毒）
　▼ノロウイルスに感染した人が調理したことで

　　汚染された食品を食べた場合

　▼ノロウイルスが蓄積したカキなどの二枚貝　

　　を、生または十分に加熱せず食べた場合

　 ノロウイルスの症状と注意点

▼感染して1～2日後におう吐、下痢、腹痛、発熱などかぜ

　によく似た症状が出て、一般的には数日で治まります。

　しかし、症状が回復しても数日～１か月程度ウイルスを

　出し続けることがあり、その間も周りに感染する可能

　性があります。

▼乳幼児や高齢者では、下痢による脱水症状やおう吐物

　による窒息に注意が必要です。

▼下痢やおう吐などの症状があるときは、体力回復のた

　めにも、周りの人への感染を防ぐためにも、無理をして

　学校や仕事に行くことは避けましょう。

　ノロウイルスの予防法

◆手洗いをしっかり！
　人から人への感染や食中毒を防ぐには、ていね

いな手洗いが有効です。

▼帰宅後やトイレの後は、石けんで手洗いをし、流

　水で手についているウイルスを洗い流します。

　手洗いは30秒を目安に丁寧に行いましょう。

▼手拭きタオルの共有は避け、自分専用のタオル

　や使い捨てペーパータオルを使いましょう。

▼ノロウイルス食中毒の約７割は、感染に気付いて

　いない人が手を介してウイルスを食品につけて

　しまったことなどにより発生しています。調理す

　る人は、調理前にしっかりと手洗い

　を行ってください。

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）※要予約
内容     日    曜日　   時間 場所

健康食の試食・イング
ランドの丘散策 13 水

    9:30～
    12:00

美菜恋来屋
イングランドの丘



　　　　

※11月号の正解は、『自転車』 。　45通の応募がありました。

　子育て仲間と一緒にクリスマス会で楽しい
思い出をつくりましょうね。サンタさんから
プレゼントをもらいましょう。毎年大人気で
す。お申し込みはお早めに。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30
ひろば名 12 月の開設日 場所

みどり 1,6,13,15,20 市保健福祉センター

みはら 5,7,12,14 働く婦人の家

なんだん 1,6,13,15,20 福良地区公民館

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●季節のうた アルバム　12月 ※要申込
　希望の場所を決めて申込みください。先着120人、費用50円

場所 開催日 時間

みはらひろば 12,14 10：00～10：30

みどりひろば、なんだんひろば 13,15 10：00～10：30

ゆめるんセンター 14 10：00～10：30

子育て広場

●12月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

ばなな・ぶどう対象
クリスマス会
・中央公民館大ホール

９日（土）
10：00～

申込締切６日
先着150組
費用親子500円

12 月のお誕生日会
・ゆめるんセンター

11日（月）
10:00～

申込締切６日
費用100円

ままひろば❶
「お正月ボードアレンジ」
・ゆめるんセンター

11日（月）
11：00～

定員15組
費用1000円

ままひろば❷
「季節のお花の寄せ植え」
・ゆめるんセンター

21日（木）
・10：00～
・11：00～

定員各12組
費用600円

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）

　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。　赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 ●年齢別ひろば　ゆめるんセンター　12月 
ひろば名 開催日 時間 内容等

いちご ５日
（火）

10:00～
赤ちゃんサイズの可愛いクリ
スマスケープづくり　要申込
先着16組　費用300円

いちご 12 日
（火）

10:00～ おひるねアート
先着20組　費用100円

（写真）11月10日・みどり出前ひろば
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※ 11 月 17 日現在で行事の予定を掲載しています。
　定員に達している場合はご了承ください。

　灘地区のマスコットキャラクター「●●●●
●●●」がナビゲーターを務めるフェイスブッ
ク「だいすき灘のまち」では、
灘地区の歴史やイベントな
どを紹介しています。是非
ご覧ください。
　さて、●に入るひらがな
７文字の右のキャラクターは
何でしょう？

（ヒントは広報 28 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード 1,000 円分をプ
　レゼント！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん
　さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　
　の上、秘書課までご応募ください。
■応募締切 12 月 12 日（木）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

平成29年11月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 48,214人（前月比－31人）
　    （男） 23,245人（前月比－4人）
　    （女） 24,969人（前月比－27人）
●世帯数 19,304世帯（前月比＋9世帯）

※平成29年11月１日現在
赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

寺 尾　 真
まりん

凜

小 山　 紗
さ よ

代

藤 原　 滉
こうた

大

本 田　 実
み わ

和

高 木　　 優
ゆう

山 本　 望
み ゆ

結

松 井　 皇
おうた

汰

森 名　 俐
り と

斗

中 野　 真
まひろ

陽

黒 田　 楓
ふうた

大

入 谷　 希
き と

采

豊 嶋　 紅
あおい

葵

山 田　 麻
ま お

央

山 西　　 綸
いと

淺 山　 鼓
こどう

道

泊　　 咲
え ま

茉

前 川　　 澪
みお

飛 田　 桃
とうり

李

女

女

男

女

女

女

男

男

女

男

女

女

女

女

男

女

女

男

智
拓 哉
政 志
俊 男
利 彰
祥 太
康 晃
重 文
佑 斗
晃 介
泰 祐
賢 之
将 都
龍
豊
幹 也
夏 輝
雄 介

宝塚市
松 帆
北阿万
市

志 知
広島県
志 知
津 井
賀 集
市

八 木
神 代
広 田
賀 集
沼 島
市

賀 集
潮美台

10 月７日
10 月８日
10月18日
10月18日
10月20日
10月20日
10月24日
10月25日
10月26日
10月27日
10月29日
10月30日
10月30日
10月30日
10月31日
11 月１日
11 月２日
11 月６日

結婚

死亡

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

伊勢　大輝（北阿万）

松岡　伸行（榎　列）

丸添　　亮（神戸市）

新岡　史野（淡路市）

増山　雄亮（北阿万）

久保田　浩（姫路市）

岡　　倫也（松　帆）

古池　一貴（福　良）

高見　哲寛（賀　集）

田中　貴義（八　木）

大野安佳里（丹波市）

岡本　敦子（阿　万）

三河　康世（神戸市）

前田亜耶華（福　良）

金山　南美（志　知）

松本貴和子（　湊　）

勢戸　理紗（　湊　）

藤本　　栞（潮美台）

岡本　麗子（賀　集）

横山　侑耶（榎　列）

10 月 22 日

10 月 23 日

11 月 ２ 日

11 月 ３ 日

11 月 ３ 日

11 月 ４ 日

11 月 ７ 日

11 月 11 日

11 月 12 日

11 月 15 日

出生

氏名 年齢 地区 死亡日
橘　　　 真
谷口　昭敬
丹羽しげの
榎村　　馨
谷田ひさみ
藤原ミツヱ
池本ふさ子
前池　文夫
矢野チヱコ
坂口　鈴子
納　　金語

倭 文
灘

榎 列
賀 集
志 知
賀 集
榎 列
北阿万
賀 集
市

榎 列

52
72
96
89
90
93
93
90
93
87
87

10 月 24 日
10 月 25 日
10 月 27 日
10 月 29 日
10 月 29 日
10 月 30 日
10 月 31 日
11 月 ２ 日
11 月 ２ 日
11 月 ５ 日
11 月 ７ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
木田ますゑ
道上ヒサコ
丸山　久爾
阪本　一江
中山あや子
古池　明裕
川尻　　昇
白濱かや子
前川　　正
岡本　利芳
吉田　敬一

神 代
津 井
阿 万
阿 万
倭 文
福 良
津 井
北阿万
湊

阿 万
市

84
84
81
85
104
69
70
90
73
89
86

11 月 ８ 日
11 月 ８ 日
11 月 10 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 11 日
11 月 12 日
11 月 12 日
11 月 12 日
11 月 14 日
11 月 14 日

氏名 年齢 地区 死亡日
野口　正己
伊吹　竹子
中瀬まさゑ
平石　晃夫
稲山千江子
野口　佳市
村上　和子
佐藤　恭子
徳井　和雄
中田一鶴子
⻆所　　博

市
松 帆
灘
湊

北阿万
榎 列
潮美台
市

福 良
阿 万
榎 列

84
78
93
75
91
84
75
74
85
83
68

10 月 15 日
10 月 16 日
10 月 17 日
10 月 18 日
10 月 20 日
10 月 21 日
10 月 21 日
10 月 22 日
10 月 23 日
10 月 23 日
10 月 24 日



　春に旬を迎える新名物「淡路島サクラマ
ス」。今年春にデビューした丼・鍋メニュー
に加えて、新メニュー第２弾の開発に、市内
の 18 店舗が取り組み、10 月 25日に中央
公民館でグルメ開発試食会が行われました。
　メニューのテーマは、20 ～ 30 代の女
性をターゲットにした「おしゃれカワイイ」。
インスタグラムなどＳＮＳで写真の投稿を
楽しむ人が求めている「インスタ映えする
メニュー」の開発が期待されています。
　試食会には、バーガーやピザ、押し寿司
など 24メニューがテーブルに並び、参加
者らが次々と試食。今後、参加者の意見や
アンケートを基に改良され、来春、各店舗
で新しいメニューが提供されます。

　兵庫県では食育への関心や実践力を高めることを

目的に、毎年「食育絵手紙コンクール」を開催して

います。今年は「給食の思い出」と「減塩でおいし

く食べる工夫」の２つのテーマで作品を募集。県内

から705作品の応募がありました。

　南あわじ市児童館お絵かきクラブの子どもたち

29人も「給食の思い出」をテーマに29作品を応

募。福良小学校２年の辻柚
ゆず

香
か

さんが優秀賞に輝きま

した。

　辻さんは「他の入賞者が中学生だけだったので、

賞をもらえてうれしい」と笑顔で話してくれました。

　伊弉諾神宮の本
ほんみょう

名孝
た か し

至宮司による市民講座「国生み神話と
淡路島」を 10月 28日に市立図書館で開催しました。
　講演では淡路という名前は、「阿波への路」ではなく、「天
地（あわ）」が語源であるだろうなど、地名や伊弉諾、伊弉
冉の名前の由来、古代国家における淡路島の役割など、本
名宮司が今まで読んだ古事記や日本書紀などの書物を例にあ
げ、そこから導き出されたことを話されました。
　また講座の最後の質問時間には、多くの挙手があり、参加
者の淡路島に対する興味を大変感じ取れました。

　南あわじ地域世界・日本農業遺産推進協議会は11月 6日、吉備
国際大学志知キャンパスで「淡路島たまねぎとわたしたちの未来」
と題してシンポジウムを開催しました。
　南あわじ市とあわじ島農業協同組合、洲本農林水産事務所などで
組織する同協議会は、昨年、伝統的な農業手法や文化、風景など
の一体的な保護を目的とする「農業遺産」に、市内の多毛作体系を
申請しましたが、残念ながら選定されませんでした。
　今回のシンポジウムは、次回の審査が行われる来年６月までに機
運を高めることを目的に開催。元県農業技術センター所長の大西忠
男さんによる基調講演のほか、パネル討論などが行われました。

　子育て学習・支援センターによる恒例の「うん

どうかい」が 10月 28日、サンライズ淡路の体育

館で開催され、未就学の子どもたち 174人がダン

スをしたり、親や祖父母と一緒にゲームに参加し

たり楽しんでいました。

子育て学習・支援センター「うんどうかい」平成29年度兵庫県食育絵手紙コンクール

古代ロマンに思いをはせる

伝統農法の保存・伝承をめざして

ダンスや駆けっこにおおはしゃぎ福良小の辻柚香さんが優秀賞

市民講座「国生み神話と淡路島」を開催

農業遺産シンポジウムを開催

淡路島サクラマスのグルメ開発第２弾へ市内18店舗参画

インスタ映えの新メニュー考案中
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うんどうかいのプログラムを楽しむ参加者ら。

01 食育絵手紙コンクー
ルで優秀賞に輝いた辻
さん。02 受賞作品。

01 古代の淡路島の役
割について話す本名宮
司。02 市民講座に参
加した大勢の人たち。

01 淡路島たまねぎについ
てのパネル討論。会場か
らも質問が出され、活発な
意見交換が行われました。

01 来春に向けてメニューを考案している市内の飲食店
主ら。02～04 試食会で出された開発中の新メニュー。

01

01

01

02

02

01

02 03 04
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地域おこ
し協力隊今月の

No.19

 これからは台湾、
香港などのイベン
トにも参加する予
定 で、 南 あ わ じ
市の魅力をもっと
多く海外の皆さま
に伝えるように頑

張っていきます。
 また、淡路島のグルメ、観光、物産、文化
などの情報を多言語で SNS、オンライン旅
行サイトに投稿しています。詳しくはスマホ
で二次元コードを読み取ってください。

　私は南あわじ市地域おこし協力隊に入って早くも 2 年
目の後半になりました。昨年度から東京、大阪、福岡、上海、
蘇州など日本国内と海外の展示会とイベントへの出展を協
力し、南あわじ市の観光と物産などを PR してきました。

28

左：中国最大級の旅行クチコミサイト「　　　」
右： 中国最大の SNS「微

ウェイ
博
ボー

」

国内外に向けて南あわじ市の魅力をPR国内外に向けて南あわじ市の魅力をPR国内外に向けて南あわじ市の魅力をPR

灘黒岩水仙郷12月27日開園

灘のマスコットキャラクター「おちょがんさん」で灘をＰＲ

　約７ヘクタールの急斜面の一帯に５００万本もの水仙が咲
き誇る「灘黒岩水仙郷」。日本水仙三大自生地として知られ、
毎年、島内外からたくさんの観光客が訪れます。
　今年は 12 月 27 日に開園。水仙の開花状況は市公式ホー
ムページに掲載するほか、電話でもお知らせしていますので、
事前にご確認ください。また、園内は階段が多いため、歩き
やすい靴でお越しください。
▽開園時間　午前９時～午後５時（最終入園午後 4 時 30 分）
▽入場料　大人５００円、小人３００円
問灘黒岩水仙郷☎ 56-０７２０

　灘地区地域づくり協議会では地元をPRするマスコットキャ
ラクター「おちょがんさん」を作成しました。
　おちょがんさんとは、灘の古い言葉で「みんなから愛され
る美人の娘さん」を意味します。絣

かすり
の着物を着たおちょがん

さんが頭に水仙の花を乗せたデザインで、かつて灘地区の女
性が頭に荷物を乗せて運ぶ習慣があったことに由来します。
　完成した同キャラクターを市長に報告するため 11 月 13
日、同地区の林幹昭地域づくり協議会長と西田光市民交流セ
ンター長が市役所を訪問。市長は「地域の魅力・歴史は地域
の宝です。おちょがんさんは、灘地区の PR キャラクターとし
て最適。大いに活用して欲しい」と話しました。

上：おちょがんさんの完成
を守本市長（左）に報告す
る林会長（中央）と西田セ
ンター長。右：おちょがん
さんが描かれた瓦の置物。

　地域おこし協力隊　馮
ひょう

マァ フォン　ウォー
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